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Cover Story

(Hayami)

針尾天燕（はりお あまつばめ）

　最速の動物としてまず思い浮かぶのは、
ハヤブサだろうか。急降下時には時速 400
キロにも達するという。水平方向で最速を
競うのがハリオアマツバメ。時速 300 ～
350 キロと言われている。夏鳥だが北海道
では比較的よく見かける。渡りの時期なら
どこの上空にいてもおかしくない。アマツ
バメ類は見かけはツバメによく似ているが、
鎌形の長い翼でツバメよりも精悍な印象、
飛ぶことへの特化が著しい。ツバメは巣材を集めるために地面に降りるが、アマツバメ類は地上
に降りることはない。空中を飛びながら虫などの餌を食べるところはツバメと同じだが、アマツ
バメ類は巣材集めも、交尾も、給水もすべて空中で行う。そもそも足は退化しており岩につかま
るのがやっと。歩くことはできない。飛ぶことに特化した身体は機械のようにも見え、潔い。

       　実際、ハリオアマツバメに目の前を飛ばれると
       キーンという金属的な羽音すら聞こえ、白黒の弾
       丸にしか見えない。ツバメより一回り大きく翼長
       は 50 センチほど、その名の由来である尾羽の羽
       軸が針のように飛び出している針尾は速すぎて見
       えない。

       　九月、ツバメたちが南へ帰る頃だ。「燕帰る」
       は秋の季語。2008 年春の志木市でのツバメの
       初認は 3月 29 日だった。またね。

　　　　　　燕去つて丘のあをぞらのこりけり　　　　　　赤城さかえ



志木の自然[水無月(6月)，文月(7月)，葉月(8月)，長月(9月)]

　この時期の樹木は『ちょっと休憩…』というは感じで，草本が林床等で花を咲かせる．今年は外から侵入
したのか（単純に私が見落としていたのか），初見の草が眼についた（モウズイカ，ヒヨドリジョウゴ等）．昆虫ではカブト
ムシはよく見かけたが，タマムシが飛んでいるのも見かけた．南方系のジャコウアゲハも眼についた．何かが
変わりつつあるが，それが何なのかよくわからない．

この限られた紙面では、名前の出ている植物や動物がどのようなものであるかをお示しする事は不可能です。
名前を手がかりにぜひ図書館などで一度調べてみてください。

Plants [2008年6月～2008年9月までの開花情報]

(Miyahashi)

Grass

【7/21】ムクゲ

【7/24】クスノキ

【7/24】ナツツバキ

【9/5】ヤマハギ

Wood

20th Jun. 2008 ワルナスビ，イシミカワ
24th Jun. 2008 アサダ
1st Jul. 2008 オヒシバ，ミズヒキ，ハエドクソウ，ヨウシュヤマゴボウ，ハマヤブマオ
12ve Jul. 2008 ノボロギク，ミツバ，ノゲシ，ジャノヒゲ，カラスウリ，ヤマノイモ
21st Jul. 2008 セイバンモロコシ，ヘクソカズラ，ヒルガオ，セリ，アカツメクサ，ヒメガマ，アレチノギク，オオマツヨイグサ，キツネノマゴ
31st Jul. 2008 ヤブラン，ミョウガ，ノブキ，スベリヒユ，イヌムギ
9th Aug. 2008 アレチノギク，コニシキソウ，モウズイカ，ナツズイセン，ヒメムカシヨモギ
21st Aug. 2008 ヒヨドリジョウゴ，ヒナタイノコズチ，イヌホオズキ，トキリマメ，ワルナスビ
31st Aug. 2008 オオカナダモ，キンエノコロ，コツブキンエノコロ，キクイモ，メドハギ
7th Sep. 2008 ギョウジャニンニク，イヌハッカ
9th Sep. 2008 ダンドロボロギク，ツルボ，チジミザサ，オオケタデ，ヤブタバコ，ノブキ，エノキグサ，ノブドウ，カナムグラ

【9/9】クサギ

樹木の名札 ... 整備中

　校内にある 200 種弱の
樹木のうち，主だったもの
に名札がつきつつあります．
　樹木の名称だけでなく
説明も付されています．
　体育の授業，クラブ
の行き帰り等の時に眼
を留め，少しでも親
しんでもらえれば
幸いです．

今年のカルガモ（紙面が空いているので）

　５羽にまで減っていたカルガモのヒナは，
最も体格の小さかったヒナが 7月末日に巣
立ったのを最後にすべて巣立ちました
（村上警備員さん談）．今年はとても早い巣
立ちでした．



(Higuchi)

平成 20年 8月末豪雨

　8月 28 ～ 31 日にかけて、本州付近に停滞した前線に向かって南から非常に湿った空気が流れ
込み、東海・関東・中国・東北地方などで記録的な豪雨がありました。その数日前、8月 23 ～
26 日にかけて、北日本から東日本の広い範囲で北東の風が吹き込み低温になりました。
　図は ( 左 )8 月 23 日 9時と ( 右 ) 8 月 29 日 9時の地上天気図です。
　23日 ( 左図 ) 頃はオホーツク海に高気圧が何日にもわたり居座っていました。北半球の高気圧
周辺の風は時計回りに吹き出します。図を見ると高気圧からの等圧線が太平洋側で南に張り出し
ているのがわかります。この日、北海道・東北・関東の太平洋側は北東から冷たい風が吹き続き
低温でした。この時期に吹く北東風は東北では「やませ」と呼ばれます。この風は夏や初秋だけ
でなく梅雨や晩秋など冬を除く季節に現われます。オホーツク海に高気圧が居続ける気圧配置は
「北東気流型」と呼ばれ、北日本～東日本の太平洋側は低温になるのです。23日の志木の最低気
温 17.1℃、最高気温が 18.5℃でした。アメダスのデータでは釧路の最低 12.5℃、最高 17.3℃で
志木は釧路と大差ありません。一方、福岡は高気圧の範囲外であり最低 24.4℃、最高 30.7℃と
相変わらず暑い一日でした。
　29日 ( 右図 ) 頃は前線が停滞しています。周辺の高気圧や低気圧の動きもゆっくりです。北半
球の低気圧周辺の風は反時計回りです。この日は九州の南海上に低気圧があり九州から西日本や
東日本の太平洋側は南よりの風が吹き続けていました。太平洋側の南は海です。暖かく湿った風
が陸に向かって吹いていたのです。一方、上空の天気図は載せませんが、この日の太平洋側の広
い範囲で 500hPa（およそ 5800m）に－6℃の寒気が南下しています。大気の下層は暖かく湿っ
た空気が、上層は冷たい空気があるわけです。冷たい空気は重たいので下降してきます。暖かい
空気は上昇します。上昇する空気は湿っていましたから、上昇して気温が下がると雲をつくりま
す。積乱雲いわゆる入道雲が太平洋側で成長します。結果この日、西日本から東日本の太平洋側
を中心に豪雨がありました。20ヶ所以上の地点で 1時間降雨量の観測史上 1位が更新されまし
た。愛知県岡崎市ではこの日、1時間に最大 146.5mmの降水があり、大きな災害になったこと
はニュースでも報道されましたので記憶にある人も多いと思います。地上の暖かく湿った南風と
上空の寒気の侵入で、上下の温度差が大きくなった（＝大気が不安定化した）ことが各地で局地
的な短時間の非常に激しい雨をもたらしたのです。

Meteorology

  



宮橋　裕司 (Miyahashi)

鳥類・植物

植物・地質　他[&発行責任]

動物・環境

速水　淳子 (Hayami)

井澤　智浩 (Izawa)執筆・担当区分

天文・気象 樋口　　聡 (Higuchi)

Entomology

(Izawa)

トンボのおつながり

　校内ではまだまだセミの声が響き渡っていますが、その声にはどことなく過ぎ行く夏を惜しん
でいる儚さを感じてしまうのは私だけでしょうか。セミが夏の象徴なら秋はトンボと言う方が多
いと思います。夏の間、山で避暑していたアカトンボが秋になり平地に群れをなして下りてきて
飛ぶことでそう思われているようです。ただ、高山と平地を移動するのは、アカトンボの仲間で
もアキアカネという種類だけだといわれていますが。
　校内では今年もたくさんのトンボが確認されました。皆さんご存知のとおり、トンボの幼虫は
水中に棲むヤゴです。したがって、校内で見られるトンボの種類が年々増えているのは、ビオト
ープ池が次第にトンボにも認知されてきた証拠ではないでしょうか。
　皆さんはトンボを見ていると、時々、２匹が連結して飛んでいるのに遭遇したことがありませ
んか。これは「おつながり」と言って、トンボの交尾、正確には交尾の前後でオスが腹部の先端
でメスの首を挟んでいる状態です。実際の交尾は、この状態でメスが腹部の先端をオスの腹部の
付け根の交尾器にあてがい、２匹がリング型になっている時です。しかし、交尾イコール受精と
はならず、精子はメスの体内に貯められて、産卵する直前に受精します。したがって、メスが何
匹かのオスと交尾すると、最後に交尾したオスの精子だけが受精に与（あずか）かれるようです。
よってオスが自分の遺伝子を確実に残すためには、自分以外のオスと交尾させないようにメスを
守る必要があります。そこで、嫉妬深いオスは、交尾が終わってもおつながりを解かず、メスは
おつながりのままで産卵します。オスにとってこれはメスを奪われない確実な戦略ですね。しか
し、自分の遺伝子を残したいし、他のメスとも交尾したいという欲張りなオスは、おつながりを
解いても交尾したメスにつきまとい、他のオスが近づけば撃退しつつ他のメスが近づけばこちら
とも交尾します。これは効率のよい「おいしい戦略」とでも言いましょうか。しかしこの場合、
やはり他のオスに交尾されてしまう確率は高いようです。「両手に花」はなかなか難しいという
ことでしょう。皆さんはどちらのタイプを支持しま
すか？この恋愛争奪戦は、校内では農園の水田周辺
によく見られますので、皆さんもぜひ観察してみて
ください。学ぶところがあるかもしれませんよ。

図版出典：「トンボ入門｣．新井　裕．どうぶつ社


